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■ テーマ名
慢性疼痛における疼痛調節機構の解明と運動誘発性鎮痛機序に基づいた
Precision Rehabilitation の開発
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■ 研究の概要
　慢性疼痛の病態には、末梢組織の状態だけでなく、中枢神経系における疼痛感作や疼痛調節機
能の変調といった個体差が深く関与しています。そのため、従来の画一的なアプローチでは十分
な治療効果が得られないという課題があります。本研究では、定量的感覚検査（QST）を用い
てこれらの不可視な神経学的変容を客観的に同定し、患者ごとの病態表現型に適合した治療戦略
を構築します。特に、慢性疼痛治療の第一選択治療とされる運動療法がもたらす運動誘発性鎮
痛（EIH）の機序を解明し、個々の病態に最適なプログラムを科学的に処方するデータ駆動型の
Precision Rehabilitation の確立を目指しています。

■ 他の研究／技術との相違点
　最大の特徴は、これまで経験則に頼らざるを得なかった運動療法を、神経科学的根拠に基づく
精密な処方へと昇華させている点にあります。QST を用いた感覚プロファイリングにより、介
入前に治療反応性（EIH の惹起効率）を予測する手法は、国内外でも先駆的な取り組みです。こ
れにより、リハビリテーションにおける治療不応性リスクを最小限に抑え、臨床における治療効
率と奏効率を劇的に向上させることが可能となります。

■ 今後の展開、実用化へのイメージ
　国内屈指の規模を誇る QST データと臨床アウトカムを統合した独自のデータベースを構築し、
AI を用いた「個別最適プログラム推奨アルゴリズム」の開発を視野に入れています。
・�産業界：リハビリテーション効果を最大化する Digital Therapeutics（DTx）のアルゴリズム

提供や、個々の痛覚感受性に応じて負荷を自動調整する Intelligent Training 機器の開発。
・�行政・自治体：科学的根拠に基づく疼痛管理プログラムの社会実装による、慢性疼痛に起因す

る労働生産性損失（プレゼンティーイズム）の抑制、および健康寿命の延伸。
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